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JAFTASでは、「追加情報」欄*¹をご活用ください。

CTCルール判定の注意点（8708項）

日インドネシア協定 HS2017への変更にかかる

日・インドネシア経済連携協定（以下「日インドネシア協定」）の附属書二・品目別規則が改正（現行のHS2002版から
HS2017版へ更新）され、2024年2月5日から発効します。本資料ではHS2017への変更に伴い、CTCルールのパターンが
変更となった品目ついて、JAFTASにおけるシステム判定と根拠書類作成にかかる注意点をご案内いたします。

■「完成品」と「部分品」で品目別原産地規則が細分化されました（8708項）

*1 JAFTASの新機能である追加情報欄のご利用方法については、操作マニュアルをご参照ください
（参照：D)原産資格調査の機能 D2-2 ⑧ 追加情報の入力）

１．「部分品」のHSコードが「完成品」と同一になります。・・同一HSコードになりますので、CTSHは使用できません

HS2002

ギヤボックスの部分品 → CTSH → ギヤボックス
HS8708.99 HS8708.40

HS2017

ギヤボックスの部分品 → CTSH → ギヤボックス
HS8708.40 HS8708.40

２.「完成品」と「部分品」で品目別原産地規則が細分化され、ギヤボックスの部分品からギヤボックスへの変更が認められます

1 ギヤボックス： CTSH若しくは第八七〇八･四〇号のギヤボックスの部分品からの変更又はQVC四〇

2 ギヤボックスの部分品: CTSH又はQVC四〇

同じHS8708.40でも、判定対象品が

・「ギヤボックス」なのか、

・「ギヤボックスの部分品」なのか

によって、品目別原産地規則が異なります！

根拠書類に記録を残しましょう（日商に判定依頼を出す際にも必要です）

【追加情報欄に明記が必要な内容】

◆判定対象品について

・判定対象品が完成品か部分品かの別

◆判定対象品の構成品について

・判定対象品とその構成品（材料）が

同一のHSコードの場合、部分品であること

・品目別原産地規則をクリアしているか否か
※詳しくは日本商工会議所の資料をご参照ください

JAFTASでは、いずれもシステム判定に対応

しています。判定対象品が部分品かどうか、前提

条件をもとに品目別原産地規則を選択します。

HSコード 本ルールの対象となる産品

8708.30 ﾌﾞﾚｰｷ及びｻｰﾎﾞﾌﾞﾚｰｷ

8708.40 ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽ

8708.50 駆動軸(差動装置を有するものに限る｡)

8708.80 懸架装置(ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰを含む｡)

8708.91 ﾗｼﾞｴｰﾀｰ

8708.92 消音装置(ﾏﾌﾗｰ)及び排気管

8708.94 ﾊﾝﾄﾞﾙ､ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｺﾗﾑ及びｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ

「日インドネシア協定（JIEPA）における HS2017 の
採用に伴う特定原産地証明書申請手続き等について」

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf#page=23
https://www.jcci.or.jp/gensanchi/epa/JIEPA_HS2002toHS2017_V2.pdf
https://www.jcci.or.jp/gensanchi/epa/JIEPA_HS2002toHS2017_V2.pdf
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ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ の

モノづくり

その先へ

〒100-0005 東京都千代田区丸の内三丁目1番1号 国際ビル

https://jaftas.jp/

03-5219-8761

jaftas_support@tktc.co.jp

お気軽にお問合せください JAFTASサポートデスク

平日 10:00 〜 17:00(12:00 〜 13:00を除く)

https://jaftas.jp/
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